
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】高さ調節をし易くした太陽電池パネルの支持装

置を提供する。

【解決手段】太陽電池パネルを支持金具１２で建物の屋

根などの固定物に支持している太陽電池パネルの支持装

置において、前記支持金具１２を、太陽電池パネル側の

支持金具１２Ａと、固定物側の支持金具１２Ｂとで構成

し、一方の支持金具には縦長の長孔１２Ｃを、他方の支

持金具には横長の長孔１２Ｄを形成し、両孔を通して止

められるボルトで両支持金具を固定したので、横長の長

孔１２Ｄと縦長の長孔１２Ｃとの位置をずらすことによ

り、固定物に沿うように調整することができる。このた

め、固定物側の支持金具１２Ｂが固定物から浮くような

ことを防止することができる。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
太 陽 電 池 パ ネ ル を 支 持 金 具 で 建 物 の 屋 根 な ど の 固 定 物 に 支 持 し て い る 太 陽 電 池 パ ネ ル の 支
持 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 金 具 を 、 太 陽 電 池 パ ネ ル 側 の 支 持 金 具 と 、 固 定 物 側 の 支 持 金 具
と で 構 成 し 、 一 方 の 支 持 金 具 に は 縦 長 の 長 孔 を 、 他 方 の 支 持 金 具 に は 横 長 の 長 孔 を 形 成 し
、 両 孔 を 通 し て 止 め ら れ る ボ ル ト で 両 支 持 金 具 を 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 太 陽 電 池 パ ネ
ル の 支 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 固 定 物 側 の 支 持 金 具 を 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル 側 の 支 持 金 具 の 両 側 か ら こ の 支 持 金 具 を
支 持 す る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 太 陽 電 池 パ ネ ル の 支 持 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル に 取 付 け ら れ る 嵌 合 枠 体 に 下 に 突 出 し た 嵌 合 部 を 形 成 し 、 前 記 太 陽 電
池 パ ネ ル 側 の 支 持 金 具 に 前 記 嵌 合 部 を 回 動 可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 太 陽 電 池 パ ネ ル の 支 持 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル の 支 持 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 架 台 フ レ ー ム や 支 持 金 具 を 利 用 し て 、 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル を 固 定 す る 技 術 が 知 ら れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ０ ０ ５ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 文 献 に 記 載 さ れ た も の と 同 種 の も の と し て 、 図 ７ に 示 す も の が あ り 、 以 下 説 明 す る
。 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ３ ０ 同 士 を 架 台 フ レ ー ム ３ １ 上 で 固 定 す る 構 造 で あ り 、 架 台 フ レ ー
ム ３ １ に 下 端 が ナ ッ ト ３ ２ を 介 し て 固 定 さ れ た ボ ル ト ３ ３ に 断 面 形 状 が コ 字 形 状 の 支 持 金
具 ３ ４ を 嵌 挿 さ せ て 、 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ３ ０ の 膨 出 部 ３ ５ を 架 台 フ レ ー ム ３ １ に 支 持 金
具 ３ ４ が 押 圧 す る よ う に ナ ッ ト ３ ６ で 締 め 付 け る よ う に し て 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ３ ０ を 屋 根 の 瓦 上 に 取 付 け る の に 、 前 記 架 台 フ レ ー ム ３ １
な ど を 介 し て 行 う も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ３ ０ を 屋 根 ３ ８ 上 に 設 置 す る 場 合 に お い
て 、 レ ベ ル 差 が あ る た め に 高 さ 調 節 が 必 要 で あ る の で 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル ３ ０ 下 面 に 設 け
た 支 持 金 具 ３ ７ の ボ ル ト ３ ９ の 位 置 を 変 え て 対 応 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 高 さ 調 整 が 必 要 で あ る た め 、 施 工 性 の 面 で 問 題 が あ り 、 工 期 も 長 く な る も の で
あ っ た 。 特 に 、 和 瓦 の 場 合 、 瓦 が 波 打 っ て い て 高 さ 調 整 し に く く 、 施 工 し に く い も の で あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 高 さ 調 節 を し 易 く し た 太 陽 電 池 パ ネ ル の 支 持 装 置 を 提 供 す る も の で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 太 陽 電 池 パ ネ ル を 支 持 金 具 で 建 物 の 屋 根 な ど の 固 定 物 に 支 持
し て い る 太 陽 電 池 パ ネ ル の 支 持 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 金 具 を 、 太 陽 電 池 パ ネ ル 側 の 支 持
金 具 と 、 固 定 物 側 の 支 持 金 具 と で 構 成 し 、 一 方 の 支 持 金 具 に は 縦 長 の 長 孔 を 、 他 方 の 支 持
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金 具 に は 横 長 の 長 孔 を 形 成 し 、 両 孔 を 通 し て 止 め ら れ る ボ ル ト で 両 支 持 金 具 を 固 定 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 固 定 物 側 の 支 持 金 具 を 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル 側 の 支 持 金 具 の 両 側 か ら こ の 支
持 金 具 を 支 持 す る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル に 取 付 け ら れ る 嵌 合 枠 体 に 下 に 突 出 し た 嵌 合 部 を 形 成 し 、 前
記 太 陽 電 池 パ ネ ル 側 の 支 持 金 具 に 前 記 嵌 合 部 を 回 動 可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 を 形 成 し た も
の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル を 支 持 金 具 で 建 物 の 屋 根 な ど の 固 定 物 に 支
持 し て い る 太 陽 電 池 パ ネ ル の 支 持 装 置 に お い て 、 前 記 支 持 金 具 を 、 太 陽 電 池 パ ネ ル 側 の 支
持 金 具 と 、 固 定 物 側 の 支 持 金 具 と で 構 成 し 、 一 方 の 支 持 金 具 に は 縦 長 の 長 孔 を 、 他 方 の 支
持 金 具 に は 横 長 の 長 孔 を 形 成 し 、 両 孔 を 通 し て 止 め ら れ る ボ ル ト で 両 支 持 金 具 を 固 定 し た
の で 、 横 長 の 長 孔 と 縦 長 の 長 孔 と の 位 置 を ず ら す こ と に よ り 、 固 定 物 に 沿 う よ う に 調 整 す
る こ と が で き る 。 こ の た め 、 固 定 物 側 の 支 持 金 具 が 固 定 物 か ら 浮 く よ う な こ と を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 特 に 、 前 記 固 定 物 側 の 支 持 金 具 を 、 前 記 太 陽 電 池 パ
ネ ル 側 の 支 持 金 具 の 両 側 か ら こ の 支 持 金 具 を 支 持 す る よ う に 構 成 し た の で 、 請 求 項 １ の 効
果 に 加 え て 、 支 持 金 具 の ボ ル ト に よ る 固 定 を 更 に 安 定 さ せ る 効 果 を 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 で は 、 特 に 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル に 取 付 け ら れ る 嵌 合 枠 体
に 下 に 突 出 し た 嵌 合 部 を 形 成 し 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル 側 の 支 持 金 具 に 前 記 嵌 合 部 を 回 動 可
能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 を 形 成 し た の で 、 嵌 合 枠 体 と 支 持 金 具 と を 回 動 さ せ て 太 陽 電 池 パ ネ
ル と 固 定 物 と の 距 離 を 調 整 で き る の で 、 和 瓦 な ど 波 打 っ て い る 固 定 物 に も 太 陽 電 池 パ ネ ル
を 所 定 の 位 置 に 設 置 す る こ と が で き る 効 果 を 期 待 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ き 説 明 す る 。 先 ず 、 図 １ に 示 す よ う に 、 太 陽 電 池
パ ネ ル １ は 、 平 板 状 に 縦 横 に 複 数 配 列 さ れ て い る 。 即 ち 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ は 太 陽 電 池 セ
ル が 組 み 込 ま れ 、 平 面 視 矩 形 状 で あ っ て 、 そ の 表 面 に は 例 え ば 強 化 ガ ラ ス 板 な ど が 積 層 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 対 向 す る 長 辺 の 一 方 の 側 面 に は 嵌 合 枠 体 ２ が 図 示 し な い
固 定 手 段 を 介 し て 取 付 け ら れ 、 ま た 同 じ く 長 辺 の 他 方 の 側 面 に は 被 嵌 合 枠 体 ３ が 図 示 し な
い 固 定 手 段 を 介 し て 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 嵌 合 枠 体 ２ は 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 一 側 面 に 取 付 け ら れ る も の で 太 陽 電 池 パ ネ
ル １ の 長 辺 の 長 さ と 略 等 長 の 平 板 状 の 固 定 部 ４ と 、 こ の 固 定 部 ４ に 連 結 さ れ た 固 定 部 ４ と
略 等 長 の 円 柱 状 の 嵌 合 部 ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 被 嵌 合 枠 体 ３ は 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 他 側 面 に 取 付 け ら れ る も の で 該 太 陽 電 池
パ ネ ル １ の 長 辺 の 長 さ と 略 等 長 の 平 板 状 の 固 定 部 ６ と 、 こ の 固 定 部 ６ に 連 結 さ れ た 固 定 部
６ と 略 等 長 で あ っ て 前 記 嵌 合 枠 体 ２ の 嵌 合 部 ５ が 回 動 可 能 に 嵌 合 す る と 共 に 嵌 合 し た 状 態
で 抜 け ず に 前 記 嵌 合 枠 体 ２ の 固 定 部 ４ が 移 動 で き る よ う に 一 部 切 除 さ れ た 中 空 円 筒 状 の 被
嵌 合 部 ７ と 、 後 述 す る 支 持 嵌 合 体 ８ と を 備 え て い る 。 こ の 被 嵌 合 部 ７ は 外 側 中 央 部 が 一 部
切 除 さ れ た 中 空 円 筒 状 を 呈 し て お り 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル １ を 隣 設 （ 並 設 ） す る 際 に 該 太
陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ る 前 記 嵌 合 枠 体 ２ の 嵌 合 部 ５ が 前 記 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌 合 部
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７ に 嵌 合 す る こ と に よ り 複 数 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ 同 士 が 連 結 さ れ る こ と と な る が 、 被 嵌 合
部 ７ 内 を 嵌 合 部 ５ が 回 動 で き る 程 度 の 余 裕 が あ る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 即 ち 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル １ を 隣 設 （ 並 設 ） す べ く 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル １ 同 士 を 連 結
す る 際 に 、 一 方 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 前 記 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌 合 部 ７ の 一 方
の 端 部 か ら 他 方 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ 用 の 前 記 嵌 合 枠 体 ２ の 嵌 合 部 ５ の 他 方 の 端 部 を 挿 入 し
て 被 嵌 合 部 ７ 内 を 摺 動 さ せ な が ら 、 完 全 に 嵌 合 さ せ る こ と が で き 、 し か も 屋 根 面 に 多 少 の
段 差 が あ っ て も 、 確 実 に 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル １ 同 士 を 連 結 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 前 記 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌 合 部 ７ の 裏 面 の 長 手 方 向 に お け る 一 端 部 に は 、 支 持 嵌 合
体 ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 支 持 嵌 合 体 ８ は 、 前 記 被 嵌 合 部 ７ に 連 結 さ れ た 前 記 被 嵌 合 部
７ と 略 等 長 の 連 結 部 ９ と 、 こ の 連 結 部 ９ に 連 結 さ れ た 同 じ く 前 記 被 嵌 合 部 ７ と 略 等 長 の 円
柱 状 の 嵌 合 部 １ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ３ 乃 至 図 ５ に 基 づ き 、 上 述 し た よ う に 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル １ 同 士 を 連 結 す る と
共 に 、 こ れ ら を 屋 根 １ １ 上 に 設 置 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 １ ２ は 支 持 部 材 と し て の 支
持 金 具 で 、 こ の 支 持 金 具 １ ２ は 螺 子 孔 １ ３ に 例 え ば ビ ス （ 図 示 せ ず ） が 螺 合 す る こ と に よ
り 屋 根 １ １ 上 に 固 定 さ れ る 固 定 部 １ ４ と 、 こ の 固 定 部 １ ４ の 中 央 部 に 連 結 さ れ る 連 結 部 １
５ と 、 こ の 連 結 部 １ ５ に 連 結 さ れ 嵌 合 部 １ ０ が 嵌 合 さ れ た 状 態 で 前 記 連 結 部 ９ が 移 動 で き
る よ う に 且 つ 嵌 合 部 １ ０ が 抜 け な い よ う に 上 部 中 央 部 が 一 部 切 除 さ れ る と 共 に 両 側 面 に ネ
ジ １ ８ が 挿 入 さ れ る 複 数 の 螺 子 孔 １ ６ を 有 す る 略 中 空 円 筒 状 の 被 嵌 合 部 １ ７ と を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 必 要 な 数 、 即 ち ６ 枚 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ を 設 置 す る 場 合 を 例 と し て 説 明 す る 。 初
め に 、 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に は 、 前 述 の 如 く 予 め 一 側 面 に 嵌 合 枠 体 ２ が 取 付 け ら れ 、 他 側 面
に 被 嵌 合 枠 体 ３ が 取 付 け ら れ て い る も の と し て 、 以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 先 ず 、 ３ 個 の 支 持 金 具 １ ２ を 最 左 の 縦 １ 列 に 配 置 し 、 固 定 部 １ ４ の 螺 子 孔 １ ３ に ビ ス （
図 示 せ ず ） を 螺 合 す る こ と に よ り 屋 根 １ １ 上 の 所 定 位 置 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 Ａ 及 び Ｄ の 位 置 に 太 陽 電 池 パ ネ ル １ を 取 付 け る た め に 、 各 嵌 合 部 １ ０ を 支 持 金 具
１ ２ の 被 嵌 合 部 １ ７ に そ れ ぞ れ 摺 動 さ せ な が ら 嵌 合 さ せ て 、 前 後 ２ 個 の 被 嵌 合 枠 体 ３ を 最
左 の 縦 １ 列 ３ 個 の 支 持 金 具 １ ２ に 取 付 け 、 次 い で こ の 前 後 ２ 個 の 被 嵌 合 枠 体 ３ に 一 側 面 に
取 付 け ら れ た 嵌 合 枠 体 ２ を 介 し て ２ 枚 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ を 取 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 場 合 、 Ａ の 位 置 に 取 付 け る 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 嵌 合 枠 体 ２ の 嵌 合 部 ５
の 奥 側 の 端 部 を こ の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ 用 の 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌 合 部 ７ の 手 前 側 の 端 部 に 挿
入 し て 摺 動 さ せ な が ら 奥 方 へ 移 動 さ せ 、 全 長 分 嵌 合 さ せ て 、 最 初 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ を こ
の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ 用 の 被 嵌 合 枠 体 ３ に 嵌 合 枠 体 ２ を 介 し て 取 付 け る と 共 に 、 Ｄ の 位 置 に
取 付 け る 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 嵌 合 枠 体 ２ の 嵌 合 部 ５ の 手 前 側 の 端 部 を こ の 太
陽 電 池 パ ネ ル １ 用 の 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌 合 部 ７ の 奥 側 の 端 部 に 挿 入 し て 摺 動 さ せ な が ら 前
方 へ 移 動 さ せ 、 全 長 分 嵌 合 さ せ て 、 ２ 枚 目 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ を こ の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ 用
の 被 嵌 合 枠 体 ３ に 嵌 合 枠 体 ２ を 介 し て 取 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 Ａ 及 び Ｄ の 位 置 に 取 付 け る 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 被 嵌 合 枠 体 ３ の 嵌 合
部 １ ０ を 被 嵌 合 部 １ ７ に 嵌 合 さ せ た 状 態 の ３ 個 の 支 持 金 具 １ ２ を 左 か ら ２ 番 目 の 縦 １ 列 に
配 置 し て 、 固 定 部 １ ４ の 螺 子 孔 １ ３ に ビ ス （ 図 示 せ ず ） を 螺 合 す る こ と に よ り 屋 根 １ １ 上
の 所 定 位 置 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 い で 、 前 列 ・ 中 列 ・ 後 列 の 左 か ら １ 個 目 と ２ 個 目 の 計 ６ 個 の 支 持 金 具 １ ２ の 被 嵌 合 部
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１ ７ の い ず れ か の 側 面 の 螺 子 孔 １ ６ に ネ ジ １ ８ を 挿 入 す る こ と に よ り 、 Ａ 及 び Ｄ の 位 置 に
あ る 太 陽 電 池 パ ネ ル １ を こ れ ら 複 数 の 支 持 金 具 １ ２ で 支 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 場 合 、 中 列 の 支 持 金 具 １ ２ は 、 手 前 側 と 奥 側 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ の 両 者 を 支 持 す る
こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 い で 、 ３ 枚 目 の （ Ｂ の 位 置 の ） 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 嵌 合 枠 体 ２ の 嵌 合 部
５ の 奥 側 の 端 部 を Ａ の 位 置 に あ る 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌 合
部 ７ の 手 前 側 の 端 部 に 挿 入 し て 摺 動 さ せ な が ら 奥 方 へ 移 動 さ せ 、 全 長 分 嵌 合 さ せ て 最 初 の
太 陽 電 池 パ ネ ル １ と ３ 枚 目 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と を 連 結 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 ４ 枚 目 の （ Ｅ の 位 置 の ） 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 嵌 合 枠 体 ２ の 嵌 合 部
５ の 手 前 側 の 端 部 を Ｄ の 位 置 に あ る 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌
合 部 ７ の 奥 側 の 端 部 に 挿 入 し て 摺 動 さ せ な が ら 手 前 方 向 に 移 動 さ せ 、 全 長 分 嵌 合 さ せ て ２
枚 目 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と ４ 枚 目 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と を 連 結 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 Ｂ 及 び Ｅ の 位 置 に 取 付 け る 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 被 嵌 合 枠 体 ３ の 嵌 合
部 １ ０ を 被 嵌 合 部 １ ７ に 嵌 合 さ せ た 状 態 の ３ 個 の 支 持 金 具 １ ２ を 左 か ら ３ 番 目 の 縦 １ 列 に
配 置 し て 、 固 定 部 １ ４ の 螺 子 孔 １ ３ に ビ ス （ 図 示 せ ず ） を 螺 合 す る こ と に よ り 屋 根 １ １ 上
の 所 定 位 置 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 い で 、 前 列 ・ 中 列 ・ 後 列 の 左 か ら ３ 個 目 の 計 ３ 個 の 支 持 金 具 １ ２ の 被 嵌 合 部 １ ７ の 右
側 面 の 螺 子 孔 １ ６ に ネ ジ １ ８ を 挿 入 す る こ と に よ り 、 Ｂ 及 び Ｅ の 位 置 に あ る 太 陽 電 池 パ ネ
ル １ を こ れ ら 複 数 の 支 持 金 具 １ ２ で 支 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 い で 、 ５ 枚 目 の （ Ｃ の 位 置 の ） 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 嵌 合 枠 体 ２ の 嵌 合 部
５ の 奥 側 の 端 部 を Ｂ の 位 置 に あ る 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌 合
部 ７ の 手 前 側 の 端 部 に 挿 入 し て 摺 動 さ せ な が ら 奥 方 へ 移 動 さ せ 、 全 長 分 嵌 合 さ せ て ３ 枚 目
の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と ５ 枚 目 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と を 連 結 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 ６ 枚 目 の （ Ｆ の 位 置 の ） 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 嵌 合 枠 体 ２ の 嵌 合 部
５ の 手 前 側 の 端 部 を Ｅ の 位 置 に あ る 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌
合 部 ７ の 奥 側 の 端 部 に 挿 入 し て 摺 動 さ せ な が ら 手 前 方 向 に 移 動 さ せ 、 全 長 分 嵌 合 さ せ て ４
枚 目 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と ６ 枚 目 の 太 陽 電 池 パ ネ ル １ と を 連 結 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 Ｃ 及 び Ｆ の 位 置 に 取 付 け る 太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 被 嵌 合 枠 体 ３ の 嵌 合
部 １ ０ を 被 嵌 合 部 １ ７ に 嵌 合 さ せ た 状 態 の ３ 個 の 支 持 金 具 １ ２ を 左 か ら ４ 番 目 の 縦 １ 列 に
配 置 し て 、 固 定 部 １ ４ の 螺 孔 １ ３ に ビ ス （ 図 示 せ ず ） を 螺 合 す る こ と に よ り 屋 根 １ １ 上 の
所 定 位 置 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 い で 、 前 列 ・ 中 列 ・ 後 列 の 左 か ら ４ 個 目 の 計 ３ 個 の 支 持 金 具 １ ２ の 被 嵌 合 部 １ ７ の 右
側 面 の 螺 子 孔 １ ６ に ネ ジ １ ８ を 挿 入 す る こ と に よ り 、 Ｃ 及 び Ｆ の 位 置 に あ る 太 陽 電 池 パ ネ
ル １ を こ れ ら 複 数 の 支 持 金 具 １ ２ で 支 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 各 太 陽 電 池 パ ネ ル １ 同 士 を 連 結 す る こ と が で き る と 共 に 屋 根 １ １ 上 に 取
付 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 屋 根 １ １ の 上 面 に レ ベ ル 差 が あ っ て も 、 高 さ 調 節 を わ ざ
わ ざ し な く て も 、 対 応 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 即 ち 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 屋 根 １ １ の 上 面 に 傾 き が あ っ て レ ベ ル 差 が あ っ て も 、 一 方 の
太 陽 電 池 パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 嵌 合 枠 体 ２ の 嵌 合 部 ５ の 手 前 側 の 端 部 を 他 方 の 太 陽 電 池
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パ ネ ル １ に 取 付 け ら れ た 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌 合 部 ７ の 奥 側 の 端 部 に 挿 入 し て 摺 動 さ せ な が
ら 、 ま た 被 嵌 合 部 ７ 内 を 嵌 合 部 ５ が 回 動 し な が ら 連 結 す る こ と が で き る と 共 に 、 支 持 金 具
１ ２ の 被 嵌 合 部 １ ７ 内 を 前 記 被 嵌 合 枠 体 ３ の 被 嵌 合 部 ７ に 設 け ら れ た 支 持 嵌 合 体 ８ の 嵌 合
部 １ ０ が 回 動 す る こ と に よ り 支 持 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 屋 根 １ １ の 上 面 に レ ベ ル 差
が あ っ て も 、 高 さ 調 節 を わ ざ わ ざ し な く て も 、 対 応 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 発 明 で は 、 特 に 、 支 持 金 具 １ ２ を 図 ６ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 太 陽 電 池 パ ネ ル 側 の 支
持 金 具 １ ２ Ａ と 、 屋 根 な ど の 固 定 物 側 の 支 持 金 具 １ ２ Ｂ と で 構 成 し 、 支 持 金 具 １ ２ Ａ に は
縦 長 の 長 孔 １ ２ Ｃ を 、 支 持 金 具 １ ２ Ｂ に は 横 長 の 長 孔 １ ２ Ｄ を 形 成 し 、 両 孔 を 通 し て 止 め
ら れ る ボ ル ト ２ ０ で 両 支 持 金 具 を 固 定 し た の で 、 縦 長 の 長 孔 １ ２ Ｃ と 横 長 の 長 孔 １ ２ Ｄ と
の 位 置 を ず ら す こ と に よ り 、 固 定 物 に 沿 う よ う に 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 固 定
物 側 の 支 持 金 具 が 固 定 物 か ら 浮 く よ う な こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 尚 、 図 ８ に 示 す １
９ は 防 水 用 の ブ チ ル テ ー プ 、 ２ １ は ワ ッ シ ャ ー 、 ２ ２ は ス プ リ ン グ ワ ッ シ ャ ー 、 ２ ３ は ナ
ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 特 に 、 支 持 金 具 １ ２ Ｂ を 、 支 持 金 具 １ ２ Ａ の 両 側 か ら こ の 支 持 金 具 １ ２ Ａ を 支 持
す る よ う に 構 成 し た の で 、 支 持 金 具 １ ２ Ａ 、 １ ２ Ｂ の ボ ル ト ２ ０ に よ る 固 定 を 更 に 安 定 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 更 に 、 前 記 太 陽 電 池 パ ネ ル に 取 付 け ら れ る 嵌 合 枠 体 に 下 に 突 出 し た 嵌 合 部 を 形 成 し 、 支
持 金 具 １ ２ Ａ に 前 記 嵌 合 部 を 回 動 可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 １ ７ を 形 成 し た の で 、 嵌 合 枠 体
と 支 持 金 具 １ ２ Ａ と を 回 動 さ せ て 太 陽 電 池 パ ネ ル と 固 定 物 と の 距 離 を 調 整 で き る の で 、 和
瓦 な ど 波 打 っ て い る 固 定 物 に も 太 陽 電 池 パ ネ ル を 所 定 の 位 置 に 設 置 す る こ と が で き る と 共
に 、 所 定 の 位 置 に 調 節 し 易 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 尚 、 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 前 記 被 嵌 合 枠 体 ３ に 設 け ら れ る 支 持 嵌 合 体 ８ は 前 記 被 嵌 合 部
７ に 連 結 さ れ た 前 記 被 嵌 合 部 ７ と 略 等 長 の 連 結 部 ９ と 、 こ の 連 結 部 ９ に 連 結 さ れ た 同 じ く
前 記 被 嵌 合 部 ７ と 略 等 長 の 円 柱 状 の 嵌 合 部 １ ０ と を 備 え て い る 形 態 で あ る が 、 第 ２ の 実 施
形 態 の よ う に 、 図 ９ に 示 す よ う な 構 造 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 即 ち 、 前 記 被 嵌 合 枠 体 ３ に 設 け ら れ る 支 持 嵌 合 体 ８ Ａ は 前 記 被 嵌 合 部 ７ の 前 端 部 及 び 後
端 部 に お け る 裏 面 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 各 支 持 嵌 合 体 ８ Ａ は 前 記 被 嵌 合 部 ７ に 連 結 さ れ た
連 結 部 ９ Ａ と 、 こ の 連 結 部 ９ Ａ に 連 結 さ れ た 球 状 の 嵌 合 部 １ ０ Ａ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 従 っ て 、 球 状 の 各 嵌 合 部 １ ０ Ａ が 各 支 持 金 具 １ ２ の 被 嵌 合 部 １ ７ に 嵌 合 す る こ と に よ り
、 各 太 陽 電 池 パ ネ ル １ が 各 支 持 金 具 １ ２ に 支 持 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 本 発 明 の 実 施 態 様 に つ い て 説 明 し た が 、 上 述 の 説 明 に 基 づ い て 当 業 者 に と っ て 種 々
の 代 替 例 、 修 正 又 は 変 形 が 可 能 で あ り 、 本 発 明 は そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 前 述 の 種 々
の 代 替 例 、 修 正 又 は 変 形 を 包 含 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 太 陽 電 池 パ ネ ル 、 嵌 合 枠 体 、 被 嵌 合 枠 体 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 太 陽 電 池 パ ネ ル に 嵌 合 枠 体 及 び 被 嵌 合 枠 体 を 取 付 け た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 支 持 金 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 各 太 陽 電 池 パ ネ ル を 連 結 及 び 支 持 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 屋 根 上 に 支 持 金 具 を 介 し て 太 陽 電 池 パ ネ ル を 取 付 け た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 支 持 金 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 支 持 金 具 の 固 定 方 法 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 支 持 金 具 を 固 定 し た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 他 の 実 施 形 態 の 被 嵌 合 枠 体 及 び 嵌 合 枠 体 を 太 陽 電 池 パ ネ ル に 取 付 け た 状 態 の 斜 視
図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 太 陽 電 池 パ ネ ル の 連 結 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 屋 根 上 に 従 来 の 支 持 金 具 を 介 し て 太 陽 電 池 パ ネ ル を 取 付 け た 状 態 を 示 す 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ 　 　 太 陽 電 池 パ ネ ル
　 ２ 　 　 嵌 合 枠 体
　 ３ 　 　 被 嵌 合 枠 体
　 ８ 　 　 支 持 嵌 合 体
　 ９ 　 　 連 結 部
　 １ ０ 　 嵌 合 部
　 １ １ 　 屋 根
　 １ ２ 　 支 持 金 具
　 １ ７ 　 被 嵌 合 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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